
【取組内容①】 「付箋アプリやシンキングツール等を活用した協同作業や回答共有など、普段使いの実践」

京丹後市立久美浜中学校リーディングDXスクール事業 【実践事例】

様式B-3

シンキングツールを用いた深い学び（国語）

↑↓複数画面・アプリの併用（演習とヒントの提示）

「できないのは自分だけじゃない！」みんなの苦手度を共有し、

友だちのアドバイスを受けて自分に合った問題に挑戦！

← 付箋アプリは共有作業だ

けではなく、めあてを提示し、

複数画面で常時提示するこ
とに活用も可能

付箋アプリの活用

◆概要◆
これまで、黒板や班ごとのホワイトボードなどを駆使して取り組んできた「共有」のプ

ロセス。場合によってはワークシートを使用し、教師がとりまとめて次時の授業に共有す
ることもありました。ICTを活用することにより即時に意見や考えが共有され、再び個の

思考へ転じ「深い学び」へと導くための効果的ツールとして、各教科で大変効果的です。

◆実践事例◆
シンキングツールや付箋アプリ、アンケート機能を用いて、即時に集団に対してフィー

ドバックし、次の授業展開へ。これまで付箋や模造紙、班ごとのホワイトボードを用いる

ことなく共有できるとともに、自分の考えや思いを抵抗なく伝えるメリットもあります。

◆生徒の変容と成果◆
一部の生徒の発言のみで授業が進むこともなく、抵抗感を払拭できた生徒も数多くいま

す。これらを授業の特別な山場で使用するのではなく、「普段使い」として常用すること
ができれば、実際の発言や発表と組み合わせ、多面的な授業展開が可能となります。

↑↓教科書や資料とアプリの併用


